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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

と
し
て
、
黒
坂
小
学
校
の
１
・
２

年
生
9
人
に
よ
る
傘
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

ア
ザ
レ
ア
の
鳥
居
敏
子
さ
ん
の

指
揮
で
、
来
場
者
全
員
で
町
民

歌
「
き
ら
り
こ
の
町
」
と
「
ふ

る
さ
と
」
を
歌
い
、
公
民
館
ま

つ
り
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
全
館
を
使
っ
た
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
手
芸
、
書
道
、

写
真
、
陶
芸
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
個
人
、
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
作
品
や
、
貴
重
な
歴
史
資

料
、
各
団
体
の
活
動
報
告
な
ど

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ

の
成
果
を
発
表
さ
れ
、
そ
の
力

作
ぞ
ろ
い
の
作
品
に
来
場
者
は

時
間
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
公
民
館
交

流
事
業
で
交
流
の
あ
る
境
港
市

の
上
道
公
民
館
・
外
江
公
民
館

の
作
品
展
示
も
行
わ
れ
た
ほ

か
、
恒
例
と
な
っ
た
日
野
町
さ

つ
き
盆
栽
研
究
会
の
ミ
ニ
庭
園

は
、
公
民
館
玄
関
前
に
設
置
さ

れ
、
精
巧
な
庭
園
は
多
く
の
来

場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

6
日
に
は
、
町
管
理
栄
養

士
が
講
師
を
務
め
、
山
の
幸

を
楽
し
む
料
理
教
室
が
開
か

れ
、
山
菜
料
理
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
誰
で
も
簡
単　

ヘ

タ
で
い
い　

ヘ
タ
が
い
い
」
と

の
呼
び
か
け
で
、
奥
日
野
ガ
イ

ド
倶
楽
部
の
杉
本
準
一
さ
ん
の

指
導
で
、
初
歩
の
コ
ケ
玉
づ
く

り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
絵
手
紙
教
室
で
は
、

講
師
の
指
導
で
、
参
加
者
は
花

や
果
物
を
見
な
が
ら
絵
手
紙
を

作
成
。
こ
の
世
に
一
つ
し
か
な

い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
手
紙
が
描

か
れ
ま
し
た
。

　

7
日
に
は
、
陶
芸
教
室
が
開

か
れ
、
陶
芸
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
指
導
で
、
茶
わ
ん
な
ど
の

焼
き
物
作
り
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
教
室
で
は
色
と
り
ど
り
の

紙
を
使
っ
て
か
わ
い
い
花
を
作

り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
野
町
赤
十
字

奉
仕
団
に
よ
る
救
急
法
講
習
会

の
開
催
、
カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公

園
で
は
、
日
野
町
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　

8
日
に
は
、
町
図
書
館
に
よ

る
お
は
な
し
会
が
開
か
れ
、
絵

本
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
20
団
体
な
ど
か
ら

92
点
の
景
品
が
当
た
る
お
楽
し

み
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
盛
大
な

抽
選
会
と
な
り
ま
し
た
。

18きらりと光る　まち　日野町

〝「
来
て
、
見
て
、
ふ
れ
て
」
み
ん
な
笑
顔
で
生
涯
学
習
〟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
日
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

『第 16回公民館まつり』開催（11月６・７・８日）
　11 月 6 日から 8 日までの 3 日間、第 16 回公民館まつりを開きました。開催期間中、作

品展示、体験教室、各種バザー、即売会などを行い、延べ 400 人という多くの来場者でに

ぎわいました。今年も、日野高等学校の生徒 4 人にも運営ボランティアとして協力してもら

いました。参加者や関係者の皆さんに支えられたまつりでした。ありがとうございました。

公
民
館
ま
つ
り
ス
タ
ー
ト

数
々
の
力
作
に
見
入
る

さ
ま
ざ
ま
な
催
し

元気いっぱいの傘踊りで幕が上がる

みんなコケ玉づくりに夢中丹精込めて自分だけの絵手紙を

世代を超えて花づくり
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▶「家庭の日」家族でロシア料理教室

ボルシチで国際交流

日野町青少年育成会からのお願い
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８
日
に
、「
地
域
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
～
心
豊
か
な
人
づ

く
り
と
香
り
高
い
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
倉
吉
市
明
倫
公
民

館
長
の
德
吉
雅
人
さ
ん
を
迎
え

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、
み

ん
な
で
取
り
組
め
ば
地
域
の
明

日
（
あ
す
）
は
面
白
い
」
と
題

し
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

德
吉
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
、人
づ
く
り
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
談
を
交
え
な
が

ら
講
演
。
来
場
者
か
ら
は
「
包
括

的
に
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
と
良

い
」「
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
家
庭
の
日
」
作

品
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
大
会来場者へ熱心に語りかける德吉さん

　11 月 15 日に町青少年育成会事業と鳥取県国際交流活動支援
事業により、ロシア料理教室を開きました。
　ロシアから来た県国際交流員、ズィコワ・エカテリーナさんを
講師に迎え、14 人の参加者がまず、ロシア文化について説明を
聞きました。その後、世界三大スープのひとつであるボルシチや
ブリヌイ、オリヴィエサラダを作りました。料理教室を通し、参
加者それぞれがロシア文化に触れることができ好評でした。▲ロシア料理の腕前を披露するエカテリーナさん

▶第 6回おしどり学園

認知症にどう向き合うか

　11 月 20 日、第 6 回おしどり学園を開きました。今回は、鳥取大
学医学部地域医療学講座の朴

パク

  大
テ ホ

昊さんによる「認知症の見方、考
え方」と題して講演を聞きました。
　認知症の発見の仕方として、「出題した単語３つを最後まで覚え
ているか」「アナログ時計の針が指す位置の 11 時 10 分が書けるか」
など、具体的な方法が示されました。また、認知症になった人との
付き合い方としては、ユマニチュード（認知症ケアの方法）の基本
である「見つめて、触れて、話しかける」という人として当たり前
のコミュニケーションを取ることが大切であることを学びました。

▲「その人の気持ちになって、相手を思

いやることが大切」と朴さん

▶おしゃべりカフェ

ついに 1万人突破！

　10 月 8 日、おしゃべりカフェの来場者が 1 万人を突破しました。記念
すべき 1 万人目となったのは、西村紀代子さん（黒坂）です。平成 25 年
6 月のオープンから数えて 2 年 4 カ月での達成となりました。
　皆さん、これからも身も心もあったまるおいしいコーヒーが飲めるおしゃ
べりカフェにどうぞお越しください。 ▶笑顔に包まれ 1 万人記念の花束贈呈

【おしゃべりカフェ　開店日：毎週火・木曜日、毎月第 3金曜日 /開店時間：午前 10時～午後 3時】

地域の子どもは地域で
見守り育てましょう

もうすぐ冬休みです。お年玉をもらい、子どもたちがお金を使う機会も
増え、日常とは違う解放感が広がります。家庭や地域で子どもたちの見
守りをお願いします。

【町内学校の冬休み」
・黒坂小学校、根雨小学校、日野中学校　12月 23 日（水）～ 1月 6日（水）
・日野高校　　　　　　　　　　　　　12月 22 日（火）～ 1月 7日（木）


